




1

V o l . 1 6（2 0 1 1）N o . 1 1

709

ホームページ　http://www.isij.or.jp

C O N T E N T S

目　次

日本のものづくり力	 大物を形づくる−フルモールド鋳造法		 	710

Techno	Scope	 国際競争力を強める日本の航空機産業と材料技術		 	712

連携記事	 ジェットエンジン用高温タービン部材開発と実用化戦略

	 原田広史、谷　月峰、川岸京子、横川忠晴、小林敏治、藤岡順三		 	717

入門講座	 	鋼を接合する−6	
高力ボルト接合		−設計と施工−

	 増田浩志		 	725

解　説	 建築用鋼材−1
	 建築鉄骨における高強度鋼の利用

	 大森章夫、志村保美		 	730

名誉会員追悼		 	737

協会の活動から		 	738

会員へのお知らせ		 	739

海外鉄鋼関連最新論文		 	758



 

 

 

編 集 後 記 
 
 
 本稿を書いているのは９月の下旬。掲載予定の11月とは約２か月
のタイムラグがありますが、雑誌編集作業ではいたしかたありませ
ん。編集後記では時事ネタで扱うことが多いのですが、読者の目
に止まる頃には、新鮮さに欠けた記事になってしまいます。編集後
記はともかく、ふぇらむに掲載される記事やグラフにも掲載時期を
考慮した企画が求められ、頭を悩ませるものです。 
 昨今の政治・経済情勢においても、震災や過剰な円高など、「想
定外」の状況に見舞われた結果、施策も迷走を重ねており、産業
界でも大幅な見直しを余儀なくされている企業も少なくありません。 
 一方、学に目を転じると、同様に深刻な影響は被っているものの、
社会情勢の変化は踏まえつつ、長期的視野に基づいた科学技術

探求と教育の精神が息づいており、今後の日本の鉄鋼を支えるも
のです。 
 今月号のテクノスコープでは、航空機材料を取り上げましたが、
新型旅客機の初フライトのニュースはまだ新しく、興味深くお読み
いただけたのではないでしょうか。また先月から始まった新企画
「日本のものづくり」の第２回目で、非常にユニークな鋳造技術を紹
介いたしましたが、皆様方からのご要望にも可能な限り応えていき
たいと思いますので、ご意見がございましたら是非お寄せいただき
ますよう、お願いいたします。 
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